
理

欲

論

(中
)

崎

山

虚
示

秀

九

前
章

の
所
読
は
性
即
中

に
於
け

る
理
欲
論

で
あ

る
。
次

に
性
.即
情

に
於
け
る
理
欲
論
を
蓮

べ
て
み

よ
う
。
性
帥
情

読
を
唱
道

す
る
學
者
は
古
來
共

の
人

に
乏
し
く
な

い
。
告
子

の
如
き
は
其

の
顯
著
な

る

一
人

で
あ

る
。
告
子
は
孟
乎

と
同
時
代

の
人

に
し
て
、
且
孟
子
の
好
論
敵

で
あ

つ
た
。
蓋
し
當
時

の
顯
學

で
あ

つ
た
だ
ら
う
。
漢

の
趙
岐
は
孟
子
,

の
注

に
、
告
子
名

不
害
,
粂
治
昌
儒
墨
之
道
哺
と
日

っ
て
ゐ
る
。

告
子
に
は
其

の
著
書
と
し

て

今

に
傳

は

る

者
が

な

い
。
故

に
彼

の
學
詮
は
孟
子

に
見
え

た
る
彼

の
言

に
接

つ
て
、
其

の
梗
築

を

一
瞥

す
る
よ
り
外
は
な

い
。

告
子

日
。
生
之
謂
レ性
。

食
色
性
也
。

公
都
子
臼
Q
皆

子
日
。
性

無
レ善
無

不̀
善
一也
。
或

日
。
性
可
昌以
爲
7善
Q

可
曽以

爲
呂不
善
軸。

或
日
。

有
喝}性
善
嚇。
有
二

性
不
善

'。

性
猫
昌滞
水
"也
。
決
噴諸
東
方
一。
則
束
流
。
決
嵩諸

唐
方
一。
則
西
流
。
人
性
之
無
レ分
唱於
善

不
善
一也
。

猶
鵠水
之
無
ツ分

理

欲

論

(中
)

、
ご
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`

瑚

欲

論

(
中

)

〆
、
一
)

縛於

東
西
一也
。

性
猶

祀

柳
一也
。
義

猶
昌栖
椿

一也
。
以
'入

性
葡爲
輔仁

義
「。
猫
下以
蕊杞
柳
爲

中栖
椿
し。

仁
内
也
。
非
ン外
也
Q
義
外
也
。
非
レ内
也
。

上
記

の
諸
例
に
徴

し
て
之
を
考

察
す
れ
ば

、
告
子

の
學
説
は
次

の
如
く
断
言

す

る
こ
と
が

で
き

る
。
曰
く
告
子
は
自

然
即
ち
欲
を
以
て
性
と
爲
す
。
而

し
て
性
は
其

の
躰
無
記

に
し

て
、
但
善
悪
を
な

す

べ
き
可
能

力
を
有
す

る
の
み
、

化

に
よ
り
て
善

と
も
な
り
悪
と
も
な

る
。
故

に
善

は
人
爲

に
し
て
、
理
を

以
て
外

よ
り
欲
を
拘
束

す

る
者

で
あ
る
と
。

十

是

よ
り
逐
次
告
子
の
説
を
説
明
し
、
且
共

の
批
評

を
加

へ
よ
う
。

生

之
謂
性
。
生
之
謂
性

の
語
は
性

の
定
義
と
し

て
見
れ
ば
、
未
だ
其

の
非

を
見
な

い
。
但
其

の
意

義

の
如
何

に
由

っ

て
是
非

の
論

が
生
す

る
の
で
あ

る
。
今
食
.色
性
也
と
關
聯

し

て
之
を
考
察
す
れ

ば
、
告
子

の
性

は
明

に
欲
を
指
し
、

而

し
て
之
を
以
て
自
然
と
爲
し
、
人

の
性
と
物
の
性
と
を
混

じ
て

一
と
爲
す

こ
と
を
知

る
。
孟
r

之
を
詰

つ
て
、

然

則
犬
之
性
。
猶
昌牛

之
性

一。
牛
之
性
。
猶
出人
之
性
}與
。

と
言

へ
る
は
、

人
と
物
と
は
其

の
性
を
異

に
す
る
を
辮
明
し

た
の
で
あ

る
。
現
象
界

に
於

て
は
類

を
同
じ
く
す

る
者

は
性
を
同

じ
く
し
、
類
を
異

に
す

る
者
は
性
を
異

に
す

る
。

入
と
物
と
は
類
を
同

じ
く
せ
ざ
れ
ば

、
其

の
性
も
亦
同

じ
く
な
い
。

物
の
中

に
て
九
と
牛
と
は
類

を
異

に
す
れ
ば
、
共

の
性

も
亦
伺

じ
く
な

い
。

人
の
自

然
は
必
然

に
協

ふ
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自

然

に
し
て
、
物

の
自
然
は
放
縦
な

る
自
然

で
あ

る
。
人
は
好
悪
を

知
れ
ど
も
、
物
は
好
悪
を
知
ら
な

い
。
故

に
禽

獣

は
色
を
知

つ
て
、
美

を
好
み
醜

を
悪

む
を
知
ら
な

い
。

食
を
知

つ
て
、
精
を
好
み
疏
を
悪
む
を

知
ら

な
い
。
臭
を

知

つ
て
、
香
を
好
み
腐

を
悪
む
を
知
ら
な

い
。
聲

を
知

つ
て
、
清
を
好

み
濁
を
悪
む
を
知
ら
な
い
。

故

に
人

の
欲
と

物

の
欲
と
は
同

じ
く
な

い
。
食
色

の
大
欲
は
固
よ
り
人
に
も
禽
鰍

に
も
典
遍

に
存
在

し

て
ゐ
る
、
然

れ

ど
も
禽
獣
は

た

ゴ
食
色
を
得

る
の
み

で
、
共

の
裁
制

を
知
ら
な

い
、

入
は
職
業

に
よ
り

て
乃
ち
食
を
得
、
嫁
婆

の
禮

を
待
ち

て
而

し

て
後

に
色
を
得
る
の
で
あ

る
。
是

人
の
性

の
大
に
物
の
性

に
異
な

る
所

以
で
あ

る
。

性
無
善

無
不
善
。
朱
子
は
孟
子

の
注

に
告
子
の
読
を
評
し

て
佛
氏

の
所

謂
作
用
是
性
な

る
者
と
相
似

た
り
と

云
つ

て
ゐ
ろ
。

さ
れ
ど
精
細

に
之
を
槍
討

す
れ
ば
、
爾
者

の
訟

の
形
は
甚

だ
似

て
實
は
大

に
異
な

つ
て
ゐ
る
を
駿
見
す
る

で
あ
ら
う
。
朱

子
の
読
は
形

の
み
に
撮

つ
て
立
論

し
た
謬

見
で
あ

る
。

按
す

る
に
告
子

は
性
帥
情

の
上

に
性

を
読
き

繹
氏
は
理
欲
を
超

越
せ
る
性
帥
畳

の
上
に
性
を
観
す
れ
ば
、
已

に
根

本
に
於

て
大

に
穫
庭
が
あ

る
。
性

を
匠
別
す
れ

ば
相
封
界

に
於
け
る
性
と
絶
封
界

に
於

け
る
性
と
が
あ

る
。
相
封
界

の
性
は
天
地
あ
り
て
而

し
て
後

に
存
す

る
性

で

あ

る
。

天
地
め

り
て
而

し
て
後

に
人
及
び
物
が
あ
り
、
人
及
び
物
が

あ

つ
て
然
後

に
共

の
形
質
氣
が
あ

る
、
人
及
び

物

の
性

は
共

の
形
質
氣

の
中
に
具
は

る
。
絶
封
界

の
性
は
形
質

氣
を
超
え
た
る
者

に
し

て
、

天
地

に
先

ち

て
存
す

る

性

で
あ
る
。

此
の
性

天
地

を
生

じ
、

天
地

叉
此
性
を
具
し

て
人
及
び
物
を

生
す
る
、
.即
ち
賦
稟
前

の
性

で
あ
る
。

賦

稟

の
前

を
以
て
性
を
言

へ
ば

、
人
物

之
を
同
じ
く
す

る
と
謂

へ
る

で
あ
ら

う
。
是
繹

氏
め

性

に
し

て
所

謂
如
桐
是
父

理

飯

論

(中
)

(
三
)
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理

欲

論

(中
)

(四
)

母
未
生
前
、
本
來
面
目
で
は
な

か
ら
う
か
。
無
叢

別
界

に
於
け

る
者
は
至
善

の
性

に
し
て
、
所
謂

無
欲
術
離

な
れ
ど

其

の
動

い
て
差
別
界

に
入
る
や
必
す
性
善

と
な

る
。
差
別
界

に
具

る
者
は
有
轟
有
悪

の
性

に
し

て
、
其

の
動

く
や
正

偏

生
じ
、

正
情
は
善

に
之
き
、
偏
情

は
悪
に
趨

く
。
故

に
無
記

ば
超
越
の
性

に
之
を
用

ふ
れ
ば
妥

當
な
れ
ど
、
内
在

の
性

に
之
を
川

ふ
れ
ば
其

の
當

を
失

ふ
。
告
子
は
相
封
界

の
性

に
附

す
る
に
無
善
無

不
善
を
以
て
す

、
是
明

に
謬
見

た
る
を
免
れ
な

い
。
其

の
蔽

の
及

ぶ
所
は
自
然
圭
義
本
能
満
足
涙

の
如
く
道
徳
を
否
定
す
る

に
至

る
で
あ
ら

う
。
灘

の
粗
迩
を
得
た
る
者

で
自
然

や
無
記

の
解
を
誤

つ
て
、
往

々
告
子
と
同
じ
意

見
を
懐

く
者

あ

る
を

見
る
は
畢
竜
其

の

形
の
似

て
ゐ
る
か
ら

で
は
な

か
ら
う

か
。

濡
水
の
響
。
告
子
は
回
旋
す

る
流
水
に
讐
を
取

つ
て
其

の
性
説
を
述

べ
て
ゐ
る
。
濡

水
は
之
を
決

す
る
に
從

つ
て

流
れ
、
更

に
東
西
の
別
は
な

い
。
入

の
性
も
亦
此

の
如

く
、
特

に
善

悪
の
別
が
あ

る
の
で
は
な

い
。
善
悪
は
化
に
随

つ
て
生
す
る
者

で
、
善

に
習

へ
ば
善

と
な

り
、
悪

に
習

へ
ば
悪
と
な

る
。
故

に
作
用

の
上
に
は
善

あ
り
悪
あ

れ
ど
、

性

の
本
躰
は
本
無
記

に
し
て
、
惟
可
能
力
が
存
在

す
る
の
み
で
あ

る
。

と
説
い
て
ゐ
る
。
後
漢

の
楊
雄

曰
く
、

人
之
性
也
善
悪
混
。
修
輩
ハ善
一則
爲
留善

人
一。
修
詮
ハ
悪
一則
爲
識悪
入
}。
(
修
身

)

學
則

正
。
否
則
邪
α
(
學

行
)

と
。
楊
子

の
説
は
殆
ど
告
子
に
近

く
、
濡
水

の
響
喩
と
少
し
も
異
な

ら
な

い
。

孟
子
は
此
潴
水

の
喩
を
詰
難

し

て
、
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水
信
無
レ分

於

東
西
一。
無
レ分
昌於
上
下
陶乎
。
人
性

之
善
也
。
猶

永

之
就
》下
也
。
入
無
レ有
レ不
レ善
。
水

無
レ有
レ不
レ下
。

今
夫
水
搏
而
躍
レ之
。
可
レ使
レ過
レ頸
。
激

而
行
レ之
。
可

使
レ在
〆山
。
是
豊

水
之
性
哉
。

其
勢

則
然
也

。

人
之
可
レ使
ゾ

爲
昌不
善
一。
其
性
亦
猫
レ是
也
。

と
日

つ
て
ゐ
る
。
是
は
眞
素
に
し
て
自
然
な

る
本
性

に
順

ふ
を

以
て
善
と
爲

し
、
利
欲

に
誘
迫
さ
れ

て
本
性

に
戻

る

・
不
自
然
な

る
偏
情

を
以

て
悪
と
爲
す

こ
と
を
読

い
て
ゐ

る
。
告

子
は
善
悪
と
も

に
本
性

に
順
ふ
と
爲

す
。
按
す

る
に

東

に
決
す

れ
ば
東
流

す
る
は
東

の
必
す
下

つ
て
ゐ

る
か
ら

で
あ

る
。
西

に
決
す
れ
ば
西
流
す
る
は
西

の
必
す
下

つ
て

ゐ
る
か
ら

で
あ

る
。
但
就

下
を
以

て
人
性

に
讐

ふ
べ
し
、
東
流
西
流

の
醤
は
不
倫

で
あ

る
。

栖
捲

の
警
。
告
子
は
栖
椿

を
以
て
仁
義

に
讐

へ
仁

義

の
固
有
な
ら
ざ
る
を
説

い
て
ゐ
る
。
杞
柳
は
本
栖
捲

で
は
な

い
、
栖
捲

の
器

は
人
力
を
以

て
杞
柳

を
傷
害
し

て
作

つ
た
者

で
あ
る
。

人
性

本
仁
義
が
あ

る
の
で
な

い
、
其

の
仁

義

を
爲
す
や
人
力
に
由

つ
た
の
で
あ

る
、
仁
義

は
自
然

に
順

ふ
の
で
な

い
。
故

に
善

は
矯
揉

に
よ

つ
て
生
じ
た
者
で
あ

る
。.
是
善
儒

説
に
し
て
、
善
悪
と
も
に

本
性

に
順

ふ
と
爲
す
滞
水

の
警

に
紙
悟
し
て
ゐ
る
。
筍
子

曰
く
、

工
人
断
レ木
而
成
レ器
。
器
生

於

工
人
之
僑
一。
非
目故

生
昌於
木
之
性

一也
。

聖
人
積

思̀
慮
一習
一傭

故
一以

生
昌禮
義

一而
起
二

法
度
一。
然
則
禮
義
法
度
者
。
是
生
鵠於
塾
人
之
備
一。
非
黙故
生
昌於
人
之
性
一也
。
(
性
悪
篇

)

と
。
此
読
は
告
子

の
栢
椿

の
讐
と

正
に
同

じ
で
あ

る
。
孟
子
は
告
子

の
詮
を
詰

つ
て

子
能
順
昌杷
柳

之
性

軸。
而
以
爲
暢梧

捲

[乎
。
將
栽
"賊

杷
柳

一。
而
後
以
爲
昌栖
椿
一也
。
如
栽
昌賊
杷
柳
一。

而
以
爲
"栖
捲

一。

理

欲

論

(
中

)

(
五

ノ
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理

欲

論

(申
)

(
六
)

則
亦
將
哉
昌賊
人

噂。
以
爲
昌仁
義
一與

。
率
昌天
下
之
人

一。
而
蝸
昌仁
義
「者

。
必
子
之
言
夫
。

と
言

つ
て
ゐ
る
。
斯
言
は
明

に
響
喩
の
不
當
を
辮

じ
た
者

で
あ
る
。
杷
柳

の
性

は
必
ず
之
を
我
賊

し

て
以

て
栖
椿
を

爲
る
、
然

る
に
人

の
性

は
之

に
順
ひ
て
仁
義
を
爲
す
。
相
柳

は
矯

戻
を

受
け
て
裕
倦
と
な

る
を
自

ら
知
ら
な

い
、
然

る
に
人
は
教
化
を
以

て
仁
義
を
爲
す
を

自
ら
知

る
。
量

に
草
木

の
性
を
以

て
人
性

に
比
す

べ
き

で
あ
ら
う
か
。
告
子

の
言
は
道
を
害
す

る
者
と
謂
は
ざ

る
を
得
な

い
。

.

仁
内
義
外
。
告
子
日

《
、

仁
内

也
。
非
レ外
也
。
義
外
也
。
非
レ内

也
。

孟
子

日
。
何
以
謂
"仁
内
義
外
一也
。

日
。
彼
長
而
我

長
レ之
。
非
レ有
レ長
二

於
我
}也
。
猶
昌彼
臼
而
我
白
"之
。
從
陪共
自
於
外
噛也
。
故
謂
"之
外
u也
。

と
。
此
は
栖
捲

の
讐
と
同
じ
く
道
徳
人
爲
説
を
読

い
た
者

で
あ
る
。

而
し
て
仁
義

を
匿
別
し

て
杷

柳

の
章

に
於
け

る

読
を
攣

じ
て
ゐ
る
。
蓋
し
外
と
は
己
よ
り
出

で
ざ
る
を

い
ふ
、
長
大
の
年
は
彼

に
あ

つ
て
我

に
在

ら
す
、
人
を
敬
す

る
は
彼
年
長

な
る
が
故
で
あ
る
、

而
し
て
彼

は
我

の
外
に
あ
れ
ば
、
帥
ち
敬

は
外

に
從

ふ
の
で
あ

る
、
故

に
義

は
己

よ
り
出

つ
る
に
め
ら
す
と

い
ふ
意

で
あ

る
。
此

の
説

の
論
醸

は
甚
だ
淺
薄

で
あ

る
。
孟
子
は
之
を

詰

つ
て
、

異
。
於
レ臼
昌馬
之
臼
也

。
無
四以
異
"於
自
濫人

之
自
一也
。

不
レ識
長
昌馬
之
長
也

。
無
四以
異
暫於

長

昌人
之
長
"與
、

且
謂

長
者
義

乎
。
長
レ之
者
義
乎

。

と
日

つ
て
ゐ
る
。
孟
子
は
先

づ
告
子

の
設
喩

の
不
當
を
詰
る
、
白
馬

の
臼
と
自
人

の
臼
と

に
封
す

る
心
は
同
じ
け
れ
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ど
も
、
老
馬

の
老
と

老
人
の
老
と

に
封
す

る
心
は
異
な

つ
て
ゐ
る
、
故

に
從
共
臼
於
外
を
以

て
從
其
長

於
外
に
響

ふ

べ
き
で
な

い
。

又
事
は
外

に
あ

れ
ど
も
、
其

の
事
を
行

ふ
者

は
中

に
あ

る
、
告
子
は
事
を
以

て
義
と
な

す
、
然

ら
ば

老
馬
を
敬
す

る
と
老
人
を
敬

ず
る
と
は
異
な
ら
ざ

る
か
、
人
は
敢

て
老
馬
を
敬

し
な

い
で
は
な

い
か
。

義
は
事
を
行

ふ
己

に
あ

る
、
年
長
者

に
あ

る
の
で
は
な

い
、
之
を
敬
す

る
我
が
心

に
あ

る
を

知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
安
ぞ
義

を
以

て
外
と
爲

し
て
よ
か
ら
う
か
。
告
子
は
孟
子
の
詰
問

に
封
し

て
、
長
者
義

也
と
答

へ
る
繹

に
は
ゆ

か
な

い
、
そ

れ

で
復
た
説
明
の
形
式
を
換

へ
て
義
外

の
説
を
申

べ
て
ゐ
る
。

日
。
吾
弟
則
愛
レ之
。
秦
人
之
弟
則

不
レ愛
也
。
是
以
我
爲
レ悦
者
也
。
故
謂
}乏

内
一。
長

楚

人

之
長
一。
亦

長
昌吾
之
長

。

是
以
レ長
爲
レ悦
者
也
。
故
謂
昌之
外
一也
。

此

の
言
を
解

す
れ
ば
、
弟
同
じ

く
し

て
愛
異
な
る
は
愛
の
権
は
我

に
あ

る
、
長
同
じ
く
し
て
敬
同
じ
、

是
敬
は
長
者

に
因

つ
て
生
ず
れ
ば
、
敬

の
椹
は
彼

に
あ

る
と

い
ふ
意

で
あ

る
。
此

の
如
く
告
子
は
愛
と
敬

と
を

説
明

す

る
に
其

の

論
嫉
を
異

に
し
て
ゐ
る
。
愛

は
心
を
圭

と
し
、
敬
は
事

に
因

つ
て
読
明
す

る
。
是

は
定
見
の
な

い
言
と

謂
は
ね
ば
な

ら
な

い
。
事

に
因
れ
ば

愛
敬
皆
外

に
あ

る
、

心
を
圭
と
す
れ
ば
愛
敬
皆
内

に
あ

る
。
墨
子

曰
く
、

仁
愛
也
。
義
利
也
。
愛
利

此
也
。
所
γ愛
所
レ利
彼
也
。
愛
利
不
胃相
爲
呪内
外

一。
所
二愛
利
赤

不
コ相
爲
鴇外
内
一。
其
爲
二

仁
内
也
義
外
也
[。
基
ガ
愛
與
ワ所
レ利

也
。

是
狂
基
也
。
(
経
読
上
)

と
、
是
は
適
評

の
言
と
謂

つ
て
よ

い
。
墨
子

の
言

の
如
く
愛
敬
は
内
外
を
以

て
匠
別
を
立

つ
べ
き
で

は
な

い
、
人
は

理

欲

論

(中
)

へ七
)
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理

欲

論

(巾
)

(
八
)

皆
之
を
固
有
し
て
ゐ
る
、
.義

が
中

に
あ
れ
ば
標
準
は

心
に
あ

つ
て
克

く
物

を
裁
制

し
、
事

に
因

つ
て
轄
移
し
、
時

に

随

つ
て
通
鍵

し
、
萬
事
宜

に
合

す
る
。

告
子
は
未
だ
義
は
事

に
あ

る
に
あ
ら
す

、
事
を
敬
す

る
心

に
あ

る
を
知
ら
な

い
。
故
に
孟
子
は
復
た
醤
喩
を
以

て
彼

の
惑
を
曉

に
し
た
。

日
誉
鶴秦
人
之
爽
一。
無
困以
異
冒於
誉
昌吾
表

一。
夫
物
則
亦
有
昌然
者

一也
。
然
則
誉
レ表
亦
有
レ外
與

。

表
は
外

に
あ

れ
ど
も
、
共

の
美
味
を
嗜

む
情

は
中
よ
h
出

つ
る
が
如
く
、
年
長
は
彼

に
あ

れ
ど
も

、
其

の
長
を
敬
す

る
心
は
愛
と
同
じ

く
己
に
あ

る
。
愛
敬
皆

我
を
以

て
悦
を
爲
す
。
皆
子
の
言
の
如
く
敬

は
外
に
あ

る
と

せ
ば
、
嗜
も

亦
外

に
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
豊

に
無
稽

の
言

で
は
な
か
ら
う
か
。

十

胴

之
を
要
す

る
に
、
告
子
の
性

説
は
欲

=
兀
論

で
あ

る
。
理
欲
は
相
容

れ
ざ

る
者
と

し

て
之
を
封

峙

せ
し
め
、
欲

の

み
を
以
て
性
と
爲

し
、
理
を
性

の
外

に
含
く
、印
ち
質
的
方
面

の
み
を
観

て
、
文
的
方
面
を
遺

れ
た

一
面
観

で
あ

る
。

義
は
肯
然
で
な

い
、

反

つ
て
自
然
を
制

し
て
強
ひ

て
之

に
從
は
し
め

る
者
で
あ

る
。
善

は
人
爲

に
し

て
聖
人
の
天
下

を
治
め
る
爲

に
設

け
た
る
具

に
過
ぎ

な

い
。

故

に
道
徳
の
本
質

は
法
律

と
異

な
ら
な

い
。

管

子

も
亦
仁

從
レ
中
出
。

義
從
レ外
作
。

(
戒
篇

)
と
云

つ
て
ゐ
る
、
法
を
以

て
義
と
な
す
法
家

の
言
と
し

て
は
毫
も
怪
し
む

に
足
ら
な

い
。

人

の
禽
獣

に
異
な
る
は
全

く
義

の
有
無

に
あ

る
。
義

を
以
て
は
外
な
り
と

せ
ば
、
人
性
中
本
義
は
存

し
な

い
、
義

が
な

け
れ
ば
人

の
性

は
禽
獣

の
性

に
異
な
ら
な

い
、
人
は

た

ゴ
利
害
快
苦

の
情

に
よ

つ
て
の
み
行
動
す

る
、
利
を

得
ん
が
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爲

に
善

を
爲
し
、

罰
を
畏
れ
る
が
爲

に
悪
を
な

さ
な

い
に

過
ぎ
な

い
。

告
子

は
未
だ
仁
義
を
殿
砦
し

な

い
け
れ
ど

も

、
自
然
を
尚

べ
ば
、
其

の
蹄

結
は
自
ら
仁
義
を
槌
提

し
禮
樂

を
絶
滅
す

る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
告
子
性

読
の
指
蹄

は
自
然
を
貴
ん
で
共

の
生
を
保

つ
に
あ

る
。
無
善
無
不
善

の
本
性

に
順

つ
て
善
を

も
な

さ
す
、
亦
悪
を

も
な

さ
す

、

人
を
も
犯

さ
す
、
人
を
も
利

せ
す
、
己
の
分
内

に
於
け

る
欲

に
從

つ
て
生
を
害

し
な

い
こ
と

で
あ
る
。

詩
経

の
所

謂

不
伎
不
求

、
老
子

の
所
謂

安
分
知
足
の
生
活
を
以

て
理
想
と
な
す

。
故

に
彼

の
倫
理
詮
は
消

極
的
利

己
快
樂
主
義

で

あ

る
と
謂

へ
よ
う
。
積
極
的
利
己
快
樂

宝
義

は
逆

理
に
隅

る
。
縦
欲
自

放
至
ら

ざ
る
所
な
け
れ
ば
自
ら

人
を
犯
す
を

菟
れ
な

い
、

人
を
損
す
れ
ば
人
は

必
す
之
と
孚

ふ
.
孚

へ
ば
齪
れ

る
、
魁
れ
れ
ば
窮
す

る
。
是
は

反

つ
て
生
を
保

つ

所
以

で
は
な

い
。
故

に
利

己
快
樂

圭
義
は
消
極
的

で
な

け
れ
ば
其

の
實
行
不
可
能

で
あ

る
、
楊
朱
、
清

談
涙
及
び
小

乗
敏
徒
を
観

て
之
を
知
る
こ
と
が
で
き
命
う
。
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